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ニ
○
コ
ー
年
の
こ
の
日
午
後
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関
東
地
方
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未
曾
有
の
大
竜
巻
に
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れ
、
栃
木
や
茨
城
県
で
は
甚
大
な
被
害
が
も

た
ら
さ
れ
た
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関
東
の
み
な
ら
ず
日
本
本
土
一
円
、
一
天
に
わ
か
に
か
き
曇
り
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雷
雨
と
宣
や
あ
ら
れ
に
襲
わ
れ
た
の

で
あ
る
。
そ
の
晩
い
た
だ
い
た
電
話
は
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予
想
に
も
し
得
な
か
っ
た
吉
報
で
、
ま
さ
に
。
青
天
の
首
丿
尹
で
あ
っ
た
。

時
を
お
か
ず
、
翌
日
、
普
通
土
学
園
の
監
査
が
あ
っ
た
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そ
こ
で
は
、
監
事
か
ら
学
園
財
政
と
併
せ
、
ク
エ
ー
カ
ー
ー
の

学
校
と
し
て
、
や
が
て
来
る
少
子
化
時
代
に
向
け
、
ど
う
建
学
の
精
神
を
維
持
し
伝
え
て
い
く
べ
き
か
、
互
い
課
題
が

指
摘
さ
れ
、
兄
フ
こ
そ
、
再
ス
タ
ー
ト
の
時
機
で
あ
る
こ
と
も
問
わ
れ
た
。

　
普
通
土
学
園
は
、
新
渡
戸
稲
造
と
内
村
鑑
三
の
建
言
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
た
日
本
で
は
唯
．
」
の
キ
リ
ス
ト
教
フ
レ
ン

ド
派
の
中
学
・
高
等
学
校
で
あ
る
。
創
立
以
来
流
れ
て
い
る
精
神
は
ク
エ
ー
ー
カ
ー
の
大
切
に
す
る
Ｓ
Ｐ
－
Ｃ
Ｅ
Ｓ
だ
。

　
す
な
わ
ち
、
ｓ
（
添
召
↑
回
付
質
素
・
簡
素
）
、
Ｐ
（
惣
呂
ａ
平
和
）
、
－
（
ド
限
石
弓
誠
実
）
、
ｃ
（
Ｐ
ョ
日
呂
芝
共
同
体
）
、

Ｅ
（
召
ロ
匹
見
平
等
）
、
Ｓ
（
沼
回
回
奉
仕
、
ま
た
は
S
t
e
w
a
r
d
s
h
i
p
環
境
管
理
）
で
あ
る
。
奉
仕
と
環
境
管
理
は
時

に
応
じ
て
こ
も
ご
も
為
さ
れ
て
き
た
が
、
昨
今
と
り
わ
け
大
震
災
以
後
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
共
に
、
原
発
事
故
に
伴

う
環
境
問
題
が
ク
ロ
し
ス
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。
普
通
土
学
園
と
し
て
も
こ
の
最
後
の
ズ
タ
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、

水
山
の
｝
角
に
も
満
た
な
い
知
識
し
か
持
ち
え
な
い
が
、
温
故
知
新
、
新
渡
戸
稲
造
の
精
神
を
こ
れ
ま
で
に
発
去
し
た

原
稿
に
よ
り
紹
介
す
る
の
も
、
筆
者
に
与
え
ら
れ
た
役
目
で
は
な
い
か
、
と
い
う
思
い
に
至
っ
た
。

　
そ
れ
が
、
本
書
の
編
集
と
出
版
の
動
機
で
あ
り
目
的
で
あ
る
。
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